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令和４年度二宮町教育講演会受講アンケート集計結果 

 

１．講演会概要 

・開催日時： 令和４年７月 26日（火）13時 15分～17時 

・会   場:  生涯学習センターラディアン 

・講演内容： 第１部 魅力的な小中一貫教育（義務教育）を共創するには 

～施設とカリキュラムの連携をデザインする～ 

講師：小松 郁夫氏（国立教育政策研究所名誉所員 京都大学特任教授） 

第２部 「ヤングケアラーについて知ろう・必要な支援を考えよう」 

講師：堀越 栄子氏（日本女子大学名誉教授 一般社団法人日本ケアラー連 

盟代表理事 認定 NPO法人さいたま NPOセンター代表理事 埼玉県 

ケアラー支援に関する有識者会議委員） 

  ・講演会参加者： 172人 

 

２．アンケート結果 

  ・アンケート回収率： 130人/172人（75.5％） 

【共通事項】 

○ 住まいについて 

地域 人数（割合） 

二宮小学校区（二宮、富士見が丘、松根、山西（梅沢））   31人（24％） 

一色小学校区（一色、百合が丘、緑が丘）  17人（13％） 

山西小学校区（中里、山西（越地・茶屋・釜野）、川匂）   14人（11％） 

町外 60人（46％） 

未回答 8人（6％） 

合計 130人（100％） 

 

○ 職種について 

職種 人数（割合） 

学校教職員  82人（63％） 

幼稚園・保育園関係者 0人（0％） 

福祉・医療従事者 3人（2％） 

保護者 7人（5％） 

地域関係者（地区長・民生委員児童委員など） 14人（11％） 

一般 8人（6%） 

その他 6人（5％） 

未回答 10人（8％） 

合計 130人（100％） 

※ その他内訳：1人（議員）、1人（市職員）、４人（未回答） 

資料 ６ 
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【小中一貫について】 

○ 小中一貫への理解の深まりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学校区ごと （人） 

 深まった 多少深まった 
あまり深ま

らなかった 

まったく深ま

らなかった 
未回答 合計 

二宮小学校区 6 12 8 1 4 31 

一色小学校区 3 9 5 0 0 17 

山西小学校区 4 5 3 0 0 14 

町外 11 31 14 2 2 60 

未回答 0 0 1 0 7 8 

 

■職種ごと （人） 

 深まった 多少深まった 
あまり深ま

らなかった 

まったく深ま

らなかった 
未回答 合計 

学校教職員 15 40 21 2 4 82 

幼稚園・保育園 0 0 0 0 0 0 

福祉・医療 0 1 1 1 0 3 

保護者 2 2 1 0 2 7 

地域関係者 2 4 2 0 6 14 

一般 1 3 3 0 1 8 

その他 2 2 1 0 1 6 

未回答 2 5 2 0 1 10 

 

n=130 
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○ 分離型小中一貫の開始について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学校区ごと （人） 

 知っていた 
聞いたこと

はあった 
知らなかった 未回答 合計 

二宮小学校区 23 6 0 2 31 

一色小学校区 15 2 0 0 17 

山西小学校区 13 1 0 0 14 

町外 54 4 2 0 60 

未回答 1 0 0 7 8 

 

■職種ごと （人） 

 知っていた 
聞いたこと

はあった 
知らなかった 未回答 合計 

学校教職員 75 5 1 1 82 

幼稚園・保育園 0 0 0 0 0 

福祉・医療 1 2 0 0 3 

保護者 5 1 0 1 7 

地域関係者 7 2 0 5 14 

一般 6 1 0 1 8 

その他 5 0 0 1 6 

未回答 7 2 1 0 10 

 

n=130 
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○ 将来的に施設一体型小中一貫を目指すことについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学校区ごと （人） 

 知っていた 
聞いたこと

はあった 
知らなかった 未回答 合計 

二宮小学校区 23 5 0 3 31 

一色小学校区 14 2 1 0 17 

山西小学校区 13 1 0 0 14 

町外 50 4 5 1 60 

未回答 1 0 0 7 8 

 

■職種ごと （人） 

 知っていた 
聞いたこと

はあった 
知らなかった 未回答 合計 

学校教職員 71 6 4 1 82 

幼稚園・保育園 0 0 0 0 0 

福祉・医療 1 2 0 0 3 

保護者 6 0 0 1 7 

地域関係者 7 2 0 5 14 

一般 6 0 1 1 8 

その他 4 1 0 1 6 

未回答 6 1 1 2 10 

 

 

n=130 
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【ヤングケアラー】 

○ ヤングケアラーの言葉について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■職種ごと （人） 

 

聞いたことがあ

り、内容も知っ

ていた 

言葉は聞いたこ

とあるが、内容

は知らなかった 

聞いたことがな

かった 
未回答 合計 

学校教職員 71 9 2 0 82 

幼稚園・保育園 0 0 0 0 0 

福祉・医療 3 0 0 0 3 

保護者 7 0 0 0 7 

地域関係者 11 3 0 0 14 

一般 6 1 1 0 8 

その他 6 0 0 0 6 

未回答 2 0 0 8 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=130 
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○ ヤングケアラーへの理解の深まりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■職種ごと （人） 

 深まった 多少深まった 
あまり深ま

らなかった 

まったく深ま

らなかった 
未回答 合計 

学校教職員 56 22 2 1 1 82 

幼稚園・保育園 0 0 0 0 0 0 

福祉・医療 2 0 0 1 0 3 

保護者 6 1 0 0 0 7 

地域関係者 11 2 0 0 1 14 

一般 6 2 0 0 0 8 

その他 5 1 0 0 0 6 

未回答 1 0 1 0 8 10 

 

 

 

 

 

 

 

n=130 
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［自由意見・小中一貫教育］ 

○参加者から寄せられたご意見を10カテゴリーに分類 

○いただいたご意見は、明らかな誤字・脱字、また、同種の意見と思われるもの

を除き、原則、原文のまま掲載 

 

■ 講演会について 

・今日の講演では「先生はがんばって新しい教育を作る。それを地域の方は支

える」という話でしたが、新しい教育をどうやって作る？そこが分かりませ

んでした。それを知りたいです。（６） 

・今回の講演の内容は、昨年度に行われたほうがよかったとおもいます。（小

中一貫の考え方や構想を今聞かされるのかという感じです。）今年度は、具

体ができ上がっていて、その説明があったほうがよかったと思います。見通

しが見えてこないことが心配です。（39） 

・概念的な話が多く、具体がもう少しほしかったです。（42） 

・小中一貫校を運営している実例 勤務形態や部活、クラブの扱い、行事の運

営、授業の持ち方、委員会の運営など（70） 

・中一の壁というような、小学校と中学校の違いに対応しきれずに不登校にな

ってしまったりする現状を打破するための小中一貫教育とおおまかにとらえ

ていたが、今日の講演を聞いて、理解が深まった。小学校、中学校のそれぞ

れの文化の違いがあるからこそ、これから創っていく新しい文化におもしろ

さが出てくると前向きに考えることができた。（79） 

・講演の内容は、義務教育全般の内容であったので、小中一貫のメリットデメ

リット教員の負担などについてお話を伺いたかった。（100） 

・言葉や文字だけの講演会ではない方が伝わる。例えば全国の「魅力的」な分

離型小中一貫教育の様子を映像で見せたり、二宮町の保護者や地域の方々と

学ぶ機会を紹介したりすると良い。今回の講演会からどうやって「魅力的な

小中一貫教育を共創するか」はイメージしづらかったにではないかと残念で

ある。伝え方を工夫していただきたかった。（118） 

・実例をもとにお話しいただき、ありがとうございました。（122） 

 

■ 分離型小中一貫について 

・「分離型」小中一貫教育では、具体的にどんなことに取組むのか知りたいで

す。コミュニティスクールになったものの具体的に地域と学校が協力し合い

取組む活動があったのか、または何か活動を予定しているものがあるのか知

りたいです。コミュニティスクール化でも変化を感じていないので「分離

型」となっても名ばかりになってしまうのではと感じています。（46） 
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・二宮町の抱えている問題と、本日の話は少し遠い気がしました。目下の課題

は来年からの二宮町内５校の姿が見えないことです。分離型だから名前だけ

「学園」つければいいのですか？乗り入れ授業をどの教科でやるのか、行事

や部活の交流はどうするのか、具体策がなさすぎます。オンラインは非現実

的です。教員も不足しています。１年切っているのに。（65） 

・二宮町の「分離型」小中一貫教育にどれほどの意味があるのか疑問に感じて

います。（ご質問をされていた方と同感です）そもそも、指導要領どおりに

学習を進めていれば、一貫した学習になると思うし、オンラインでの専門的

な学習ならば学校がやる意味がないと思うからです。準備段階から教員の負

担が増える一方です。「一体型」の施設ができてから試行錯誤しながら進め

ていけばよいのでは？１０数年先は色々変わってきているでしょうし。

（114） 

 

■ 施設一体型について 

・施設一体型に数年で実現すべきと考えるべき。（13） 

・人・物・金が不十分な現状で「小中一貫教育」という新しい事業を行ってい

くのは苦しいと思います。住民の理解を得るだけでも大きな労力が必要で

す。単純な「統廃合」として一体化し、カリキュラム等を整えていく方が結

果的にスムーズに進むと思いました。（18） 

・2040年にできる見通しが本当に立っているのか気になる。（31） 

・一体型になったときの教員の動きについてよく分かっていないので教えてほ

しいと思った。（67） 

・施設一体型になるまでの期間が長すぎるのではないか。施設（校舎）の維持

管理費用も算出し、どう進めていくべきか再考していただきたい。（100） 

・一体型の小中一貫校にすると、子どもたちの通学の問題が出てくるのではな

いかと感じている。（現在の学区でも遠さのために通学を嫌がる子もいるた

め）その場合は、スクールバスの運行なども考えているのでしょうか。ユネ

スコの学力観がとても良いなと思いました。共に生きることを学ぶ 

learning to live together 人として生きることを学ぶ learning to be 

（112） 

 

■ 子どもたちについて 

・どんな学校で過ごしたいのか、子ども達自身の声も聞いてほしい。大人の顔

色をうかがって息苦しい時間を過ごす、大人の求める子ども像を目指さなけ

ればならないような教育施設そのものを、せっかくこの機会に見直してほし

いです。子ども一人一人の「やりたい」を伸ばしていけるように、大人から
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見た主体性（手を挙げればよい？！）ではなくて、本当の主体性を発揮でき

る環境づくりを考えられたらと思います。（12） 

・どんな形でもかまいませんが、子どもたちが笑顔ですごせることを第一優先

にしてください。（90） 

 

■ カリキュラムについて 

・小学校高学年と中学校1年生の外国語では、ほとんど同じ内容を扱っていま

す。小中一貫で言うのであれば、小学生と中学生が同じ教室で同じ授業を受

けることも外国語であれば考えられると感じました。（27） 

・小中一貫カリキュラムWGでは、検証授業を行っているが、実際に授業をする

前にカリキュラムの整理にもっと時間をかけたかったという感想をもった。

校内ですら中1～中3の教科内で一貫した教育をするために話す時間がとれて

いないのに、小中でできるのだろうかと不安。しかし大変ではあるが一貫し

たカリキュラムが大事というのには首肯したい。（75） 

・添付の教科（数学）の小中学習内容の統計がありましたが、学習内容につい

ては学習指導要領に従うかつ小中で同じ教科書会社を選択すればスムーズに

小から中へ移行していくと思います。小中一貫教育といえども、教科学習内

容は変わらないと思いますが、小中一貫や中高一貫教育の長所は、保護者の

側からは学習内容の繰り上げで早く受験体制に入れるとか、一貫した教育目

標によるきめ細やかな授業・支援を得られるとか6年、9年とまとまった時間

好きなことに集中できることにあるのではないでしょうか。また、義務教育

の年間カリキュラムの作成を行う現場の教員の仕事なのでしょうか。

（115） 

 

■ 教員の働き方について 

・小中一貫にすることで教職員の負担は減るのか。（76） 

・教員の仕事量や、必要のない出張・会議をへらす方に力いれてほしい。

（92） 

 

■ 推進体制・方法について 

・地域の方とともに、今の時代に求められる教育をともに創っていきたいと思

いました。義務教育９年間の子どもをみんなで同じ方向むいて育てたいで

す。（16） 

・小学校同士の横断的な働きかけをもっと積極的にした方がよいと思います。

カリキュラムWGの担当を、1年ごとに交代する小学校がありますが（中学校

は教科専門なので基本固定）、毎年引き継ぎからスタートしたり、主体性が
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なかったりなどで（今年からスタートなので仕方ないですが）正直中学校だ

けで話が進むこともたまにあります。担当は固定してほしい。（中一ギャッ

プの問題に直面する生徒を持つのは中学校なのも意識の差が生まれる原因と

してあると思います。（29） 

・最後の方の意見すばらしかったです。家庭、地域、学校もっと議論必要だと

思いました。（35） 

・将来を見越した学校づくり、子どもの育ちを考えて進めて欲しいです。学校

の意義、目標まずは根かんになる部分を共通認識もって進めるべきだと思い

ます。（36） 

・もう少し、町、学校、地域、家庭で話し合う場が必要だと感じました。

（47） 

・小中一貫は、小学校の先生方が中学の部活をみなければならなくなるなど、

負担が増えるのではないかと不安です。小5.6年と中１がくくりなのに中学

の先生方は小学校に合わせようという気が全くないように感じます。小学校

が変えるようにしていくことを中学校の先生方は、望んでいるように思いま

すが、中学校の先生が小学校に合わせることがあってもいいと思います。

（72） 

・連携を小中で行っていく際に小学校に訪問して教えに行くことはあるのかな

と思いました。（73） 

・中学校の教員だが、中1でのギャップについては教科によって異なると考え

ている。小学校から中学校に進学するにあたって勉強内容でつまずくのは教

科にすると考える。ギャップとして捕えられた教科のみ連携を図る方が教員

の負担は減るのではないかと思う。子ども達が勉強に困り不登校になってい

る事例はとても少ない。友人関係のトラブルやSNSのトラブルの方が多く問

題である。小中一貫で友人との関係やSNSのトラブル解消に向けた小中の連

携が必要だと思う。（74） 

・5つの校舎がわかれているうちは、同じカリキュラムで、「気持ちは一体

型」といった感じですすんでいくのかなと思います。連携していくことにつ

いては、どうやって時間を生み出すのか、今でも放課後が忙しいのできびし

いのではないかと思ってしまいます。気持ちはつながっているということを

忘れず、オンライン等も活用して多くの先生方と子どもたちにとってよいこ

とを考えていきたいと思います。（82） 

・子どもがわくわくする体験を取り入れたり、地域の方、専門知識を持った方

が授業して頂くなども考えられたらいいなと思いました。（98） 

・町民の方（特に今後、小中一貫学校に在籍するであろう児童・生徒とその保

護者）は、どれほどの方が、賛同し、理解しているのでしょうか？子ども
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は、お知らせのプリントが配られるたびに、「えっ！そうなの？」という反

応です。もっと町民へのアピールが必要ではないでしょうか？（103） 

 

■ 方向性について 

・来年度から分離型で小中一貫教育がスタートしますが、まだ実感がわかない

部分が多くあります。一体型に向けてどのようなことが変わるのか、私たち

がすることや変えていくことは何なのか、がもっと分かると良いと思いまし

た。（44） 

・なぜ急いで「施設分離型」で小中一貫教育校をスタートするのか、将来一つ

の「施設一体型」の一貫校を作るのか疑問は残ります。大原学院のケースは

むしろ小規模校での実践例ではないでしょうか。今日のお話は子どもたちの

姿が見えず、むしろ経済界の求めのようなお話でした。質疑の中で中井先生

のお話にすべてではありませんが、共感する部分がたくさんありました。

（49） 

・文化の異なる小・中学校を一体化し、一つの文化を作るためには、一人の校

長のもと全教職員が一つの校舎に集まらなければ不可能だ。この観点から現

施設を活用して施設一体型の小中一貫校三校設置する。学区の変更も必要。

来年度から予定されている分離型の場合、小学校5.6年生は中学校に登校さ

せ、課目分担制（教科担任制）の教育にすべき。（58） 

 

■ 全般について 

・４－３－２を意識した小中一貫校ステキだと思います。また、最後の２年間

は学びを選択できるようにすると子どもの主体性が育めたり、学びが豊かに

なったりすると感じました。施設一体型になった際の敷地内に図書館やカフ

ェがあったら…なんだかステキで教員も働きたくなるし、子どもも通いたく

なりそうだと思いました。（８） 

・夢がふくらみました。（26） 

・本日は、ありがとうございました。小中一貫については、知ってはいました

が実際どのようになるのかあまりよくわからなかった。今後、教える側も生

徒も不安がある。今、行っている学校のビデオでも観たいと思った。（33） 

・結局一貫校にするメリットがあまり分からなかった。（43） 

・誰の為の一貫教育なのかわからない。子ども達や先生方の移動や建物の事、

その前に二宮町としての光が見えない。（60） 

・本日の講演を聴いた限りでは、小中一貫教育を導入する理由が理解出来なか

った。話の多くは現状でも改革可能な話と思えてならない。結論的には、小

中一貫ありきの様に思えてなりません。（62） 
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・５校→１校なのか（63） 

・小中一貫教育の目指すところについて理解できるのですが、今の二宮町の取

り組みは「方法」や「手立て」ハンドサイン、全員挙手などが一人歩きして

いて、根幹である目的が見失われているように思います。このままで良いの

でしょうか。もっと目的に近づけるように講師の先生を検討し直していくな

ど必要だと思います。（68） 

・部活動についてどう考えているのか？（70） 

・学校は変わるのですね。集まって、たいめんでなされなければできないこと

があると思います。（80） 

・オンラインでは共感・共鳴は生まれないと研修で学びました。何でもかんで

も「オンライン」ではいけないと思いました。（88） 

・自分でも理解しきれていない部分も多かったので、来年度に向けてもう一

度、理解を深めていこうと思います。（93） 

・小中一貫とした時に子供たちへの授業の仕方がどう変化していくのかまだイ

メージができない。小学校のクラブ活動、中学校の部活動に変化はあるのだ

ろうか？（96） 

・小中一貫教育は、夢みたいなものだと思っていたが、実際に話を聞くと現実

味が高まりました。課題はたくさんあるだろうけれど、少し楽しみになりま

した。（104） 

・質問された方のご意見のように18年後の施設一体型の小中一貫まで、分離型

で老朽化する施設を修繕しながら…というのは、その後、旧施設を地域で活

用していくとはいえ、違和感を覚えました。施設一体型こその一貫教育では

ないかと思います。（115） 

・内容が知りえる情報だった。予期せぬ副産物もあると期待する小中一貫教育

ですが、まずは町として世界に対応できる教育をどう創造していけるか。目

標が知りたい。通学範囲が広くなるので、足の心配はしているのですか。本

日は、小中一貫教育の何を理解して欲しかったのか。（127） 

 

■ その他 

・最後の質疑で、自分の意見を言いたい人のことを聞く必要ない。中身のいみ

がなかった。その分休憩時間10分にすべき。（117） 

・マスクを着用していない方がいました。受付で止める、または、注意や呼び

かけをすべきでは。この感染者数で対面で結構するのであれば、参加者の健

康を守る配慮をしてほしいです。今日こそオンラインでよかったです。

（65） 

・この感染の状態で集めて講演するべきなのか。（69） 
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・この状況下ならオンラインの方が良かったのでは？（87） 

・感染がとても不安でした。職場で感染に十分気を付けるようにと終われる一

方で、大勢が集まる場に行くように命じられることに不信感を持ちます。感

染対策も十分ではないし、密になっていたと思います。人の命や健康を第一

に考えてほしいです。（オンラインでもよかったのでは）（114） 


